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◆ 学びの流れ
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◆ 時間割モデル（2回生 後期）

地域文化学科では多様な調査研究が行
われており、興味・関心を見つける間口
の広さが大きな魅力です。私自身は入学
前から文化財に関心があり、1回生の頃
から考古学研究室に出入りしていまし
た。在学中に培った考古学の知識は、現
在の業務において不可欠なスキルとして
生かされています。また、在学時には泊ま
り込みでの発掘調査にも参加。そこで
は、知識の習得だけでなく、人との関わり
方や社会人に必要なマナーを身につけ
ることもできました。

小林 風雅さん
｜彦根市役所 文化財課

地域文化学科 2021年度卒業
人間文化学研究科 地域文化学専攻 2023年度修了

インタビューや参与観察の課題では、調査の進め方・分析
力が身につきました。実践的な学びが印象深かったです。

南畑さんの
COMMENTCOMMENT

文化財専門の技師として、埋蔵
文化財の発掘調査をはじめ、彦
根城跡の現状変更に関わる事
務や市民向け出前講座の実施
などを担当しています。彦根市
の皆さんと接する中で、多くの
方が県立大学と関わりを持って
おり、地域に密着した大学であ
ることを、今も実感しています。

小林さんの「今」
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Student’s VOICE

歴史学や地理学など幅広い分野を学ぶ
ことができ、フィールドワークを重視する
点に魅力を感じ入学を決めました。「環
琵琶湖文化論実習」では高島市針江の
水の文化を調査。現地で川端と呼ばれる
井戸を見て、水で冷やした野菜を頂き、
その生活文化を体験しました。今後は地
元の課題となっている空き家問題の研
究をしていきたいです。

南畑 可乃さん
｜ 和歌山県立桐蔭高等学校 出身

人間文化学部 地域文化学科 4回生

学びの様子を
CHECK！

1回生

各分野の基礎科目を学びます。加えて、全員が1年間の環琵琶湖文化論実習（２泊３日のフィールドワークを含む）
に参加します。

基礎的スキルや知識を身につける

2回生 ◆歴史的地域論
◆近世近江論
◆地域経済史論
◆古文書演習
◆美術史
◆考古学特論
◆考古学実習
◆文化財・保存修景論
◆民俗学特論

各分野の専門科目を学び、理解を深めます。さらに、３年次のゼミ配属に向けて、各教員の
「プレゼミ」に参加し、自らの興味・関心のありかを探っていきます。

自身の興味・関心を探る

現地での学びを、
地域の
課題解決に生かす

在学中に培った
考古学の知識を生かし
文化財の専門家へ

原則として2年間、ひとつのゼミに所属し、専門的な学習を深め、自分で見つけたテーマにつ
いて調査・研究を行い、学びの集大成となる卒業論文を執筆します。

課題を見つけ、深める

科目 PICK UP

環琵琶湖文化論実習
滋賀県の歴史・文化・社会問題について、フィールドワークの
方法や調査成果のまとめ方を実践的に学びます。前期には文
献調査などにより事前準備をし、8月に2泊3日のフィールド
ワークを実施します。後期にはその成果をもとに研究発表を
行い、報告書をまとめます。

回生
3・4

◆中国地域文化論
◆朝鮮地域文化論
◆東アジア世界論
◆文化社会学
◆地誌学
◆地域と経済
◆地域と行政

◆日本文化論
◆日本史概説

◆日本史料講読
◆芸術学

◆考古学
◆東アジア考古学概論

◆地域文化財論
◆民俗学
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少人数教育によって学生と教員、学
生同士の間に密接な交流が生まれ
ます。

ゼミ形式の演習

近江から朝鮮半島、中国大陸へと、人
と文化を求めてフィールドワークに出
かけます。

「地域」での実習

歴史学や考古学、民俗学、建築学、社
会学、地理学、美術史など、多様な視
点と手法を習得します。

多様な学問方法

地域文化学科

◆東洋史概説
◆現代中国論

◆日本社会論
◆人文地理学
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※資格の取得には、大学が定める所定の科目の履修と単位修得が求められます。

◆教員免許〈中学校教諭一種（社会）／高等学校教諭一種（地理・歴史）〉
◆学芸員資格

◆社会調査士資格
◆地域調査士資格
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◆縄文時代における琵琶湖周辺地域の食生活
◆寺子屋史料からみる近江商人の教育

◆念仏踊りの継承について
◆北陸新幹線の延伸に伴う福井県の観光まちづくり

◆滋賀県におけるベトナム人コミュニティについて
◆ハリウッド映画におけるLGBT表象

公務 29% 卸小売業 23% 製造業

9%

不動産業 2%

情報通信業 

8%

学術研究サービス業 2%
医療福祉 4%

運輸業 4%

サービス業 15%

金融
保険業 4%

卒業論文テーマ例 資格一覧※

進路状況
業種別就職状況 2025年度学部卒業生就職率・進学率 2025年度学部卒業生

就職 85%

進学 7%
その他 8%

学びは、フィールドにある

考古学は実物とフィールドの学問です。ひとかけらの土器、路
傍の石仏、遺跡の土の中に歴史を見出す、そのための方法論が
考古学です。考古学ゼミでは毎年の発掘調査や実地研修を通
じて、考える楽しみとわかる喜びを学んでいます。

Teacher’s Voice

佐藤 亜聖教授
考古学

先人の知恵が詰まった様々な計画書は、その時代を先取りしつつ
客観的なデータを突き合わせて策定された成果物です。地域計画
学では、刻 と々変化する現代社会において種々の計画書を読み解
き、将来につながる知見を得ていく技術を日々研鑽しています。

Teacher’s Voice

萩原 和准教授
地域計画学

昔から日本は、中国や朝鮮半島と緊密に交流してきた歴史
を持っています。関係史料・資料を読みつつ、歴史の現場と
なった国内外の各地域をフィールドワークすることで、東ア
ジア交流史の理解を深めていきましょう。

Teacher’s Voice

李 晐鎮講師

東アジア国際関係史・
近世日朝関係史
イ・ヘジン

滋賀県内にはまだまだ未整理の古文書や古地図が数多くあ
り、学生たちとともに現地での調査もおこなっています。目の前
の史料を読み込み、考えることで、かつての人々の姿や暮らし
が浮かび上がってきます。

Teacher’s Voice

東 幸代教授
日本近世史

◆社会福祉主事任用資格

【企業】
◆岩谷産業（株）
◆近江鉄道（株）
◆（株）北日本新聞社
◆（株）コスモス薬品

主な就職先

◆（生協）コープしが
◆スズキ（株）
◆（株）ZTV
◆全国労働者共済生活協同組合連合会
◆（株）千成亭風土

◆大和証券（株）
◆西日本旅客鉄道（株）
◆（株）ノエビア
◆東びわこ農業（協）
◆（株）日立建機ティエラ

2023～2025年度学部卒業生

◆滋賀県立大学大学院
◆大谷大学大学院
◆名古屋大学大学院
◆立命館大学大学院

主な進学先
2023～2025年度学部卒業生

歴史1
文書や古記録、美術品の調査や聞き取り調査な
ど、現地でのフィールドワークをも取り入れなが
ら、多面的に歴史研究を進めています。古

地域遺産
地に残された古代の遺跡や歴史的景観、生産・生
活用具などの地域遺産を調査・記録し、持続可能
な状態で後世に残し活用するための方法を学び
ます。

各
2

期的な広い視野を持って東アジアの交流史を学ぶ
ことで、今私たちが持っている歴史認識をとらえな
おし、21世紀の国際関係を考えます。長
交流3

地域文化学科では、私たちの生活のよりどころである「地域」に着目し、多様な学問手法とフィールドワークによって、そこに住む人 と々その文化を考えます。 
教員・学生の研究は、時代でいえば古代から現代まで、 
地域でいえば滋賀から日本全国、朝鮮半島や中国まで、 テーマでいえば13の専門分野に広がります。

域社会で営まれている各種産業や人々の生
活環境、社会問題などを調査してデータを集
積し、地域的特徴やその要因について研究し
ます。

地
現代社会4

【行政機関】
◆東京出入国
  在留管理局
◆大阪国税局
◆名古屋国税局

◆滋賀県
◆京都府
◆滋賀県教育委員会
◆滋賀県警察本部
◆彦根市

◆東近江市
◆米原市

◆（株）平和堂
◆メットライフ生命保険（株）
◆（株）良品計画
◆（株）ローソン
◆（株）ロック・フィールド
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